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(57)【要約】
【課題】固定装置（１０）は、長手要素、特にワイヤを
、保持構造、特にインプラントプレート、の開口に固定
するのに用いられる。
【解決手段】固定装置（１０）は本体（１１）を有する
。本体（１１）は、長手要素を受けるためのボア（１２
）を備える。本体（１１）はクランプ領域（１３）にお
いて径方向に変形可能であり、その結果、ボア（１２）
の直径（Ｄ）を低減できる。本体（１１）は、固定装置
（１０）が保持構造の開口部に挿入されると、クランプ
領域（１３）が変形されて、その結果長手要素がボア（
１２）に確実に押付けられるように設計される外側輪郭
（１４）を有する。
【選択図】図２ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保持構造（２１、３１、４１、６１、６２、７１、１１０）、特にプレート、の座部（
２３、３３、４３、６３、１１３）において、長手要素（２０、３０、３０′、４０、５
０、６０、８０、９０、１００、１２０、１３１、１４１）、特にワイヤ、ピンまたは管
を固定するための固定装置（１０、１０′）であって、
　本体（１１、１１′）を備え、前記本体は、前記長手要素を受けるための開口部（１２
、１２′）（Ａ）、特に連続したボアを有し、
　前記本体（１１、１１′）は、少なくともクランプ領域（１３、１３′）において、前
記開口部の寸法（Ｄ）、特に前記ボア（１２）の直径、が低減され得るように前記長手要
素に対して径方向に変形可能であり、
　前記本体（１１、１１′）は、前記固定装置（１０、１０′）が前記座部（２３、３３
、４３、６３、１１３）に挿入される際に、前記長手要素（２０、３０、３０′、４０、
５０、６０、８０、９０、１００、１２０、１３１、１４１）が前記開口部、特にボア（
１２）、に確実に押付けられ得るように前記クランプ領域（１３）を変形させ得るように
設計された外側輪郭（１４）を有する、固定装置。
【請求項２】
　前記固定装置は、前記クランプ領域（１３）において、少なくとも１つのスリット（１
５）を備え、前記少なくとも１つのスリット（１５）は、少なくとも部分的に前記開口部
（１２）の方向に延在し、少なくとも部分的に後者において終端する、請求項１に記載の
固定装置。
【請求項３】
　前記クランプ領域（１３）において、前記固定装置（１０、１０′）は、前記外側輪郭
（１４）上において、少なくとも部分的に周方向（Ｕ）に径方向に低減する少なくとも１
つのクランプ面（１６）を備える、請求項１および２のいずれかに記載の固定装置。
【請求項４】
　前記固定装置（１０、１０′）は、特に、ほぼ球形、螺旋形、放物線状、楕円形または
双曲線状である、長手方向（Ａ）に見て少なくとも部分的に円形の外側輪郭（１８）を有
する本体（１１、１１′）を有する、請求項１から３のいずれかに記載の固定装置。
【請求項５】
　前記固定装置（１０、１０′）は、前記クランプ領域（１３）においてねじ頭部として
設計される、請求項１から４のいずれかに記載の固定装置。
【請求項６】
　前記固定装置（１０、１０′）は、ねじ山（３）を有するねじシャンク（２）を備えた
ねじ（１）として、または、ねじ山のないシャンクを備えたピンとして設計される、請求
項５に記載の固定装置。
【請求項７】
　前記ねじ頭部（２）は、特に前記クランプ領域（１３）の上方において、前記固定装置
（１０、１０′）にトルクを与えるための延長部（４）を備える、請求項５および６のい
ずれかに記載の固定装置。
【請求項８】
　前記スリット（１５）は、少なくとも前記クランプ領域（１３）において、多くても前
記本体（１１、１１′）の全長に沿って配置される、請求項２から７のいずれかに記載の
固定装置。
【請求項９】
　前記開口部（１２）は、少なくとも部分的に構造化された内面（１７）を有する、請求
項１から８のいずれかに記載の固定装置。
【請求項１０】
　ねじ頭部を備えた止めねじ（１）であって、前記止めねじ（１）は、少なくともねじ頭
部（１０、１０′）の領域において、特にほぼ軸方向に延在する少なくとも１つの開口部
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（１２）、特に連続したボアと、好ましくは、ほぼ軸方向（Ａ）に延在する少なくとも１
つのスリット（１５）とを備える、止めねじ。
【請求項１１】
　前記開口部（１２）に挿入される長手要素（２０、３０、３０′、４０、５０、６０、
８０、９０、１００、１２０、１３１、１４１）は、特に軸方向（Ａ）に固定される、請
求項１０に記載の止めねじの使用。
【請求項１２】
　請求項１から９のいずれかに記載の固定装置と長手要素（２０、３０、３０′、４０、
５０、６０、８０、９０、１００、１２０、１３１、１４１）との組合せであって、前記
長手要素は、ワイヤ、ロッド、ピン、プロファイル、ばね、中空の管、外科用メスを含む
群から選択される、組合せ。
【請求項１３】
　前記長手要素（８０、１００）は、少なくとも部分的に構造化された面を有する、請求
項１２に記載の組合せ。
【請求項１４】
　前記長手要素は、少なくとも部分的に、ねじ、ドリル螺旋部および／またはナーリング
（８０、１００）を備える、請求項１２および１３のいずれかに記載の組合せ。
【請求項１５】
　前記長手要素（９０、１００）は、ランセットまたはトロカールとして設計されるかま
たは自己切断型もしくは自己穿孔型ねじ（１０１）を備える先端部（９１）を有する、請
求項１２および１３のいずれかに記載の組合せ。
【請求項１６】
　請求項１２から１５のいずれかに記載の組合せと保持構造（２１、３１、４１、６１、
６２、７１、１１０）とを備え、固定装置（１０、１０′）を受けるための少なくとも１
つの座部（２３、３３、４３、６３、１１３）を有する、構成。
【請求項１７】
　前記座部および固定装置は、前記長手要素が、前記保持構造に対して複数の異なる角度
位置で前記固定装置によって固定され得るように設計される、請求項１６に記載の構成。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの座部（２３、３３、４３、６３、１１３）は、その内壁（６５）
上において、少なくとも１つの径方向に内向きに延在するテーパ部（６４）を備える、請
求項１６または１７に記載の構成。
【請求項１９】
　前記内壁（６５）は、長手方向（Ａ）に見て、特に、少なくともほぼ球形、螺旋形、放
物線状、楕円形または双曲線状である円形の内側輪郭を備える、請求項１６から１８のい
ずれかに記載の構成。
【請求項２０】
　前記保持構造は、
　内視鏡管（５０）を受けるための保持構造（５１）を含み、長手要素が管またはトロカ
ールとして設計されており、前記保持構造はさらに、
　一時的な手術中の支持要素（２１）、特に、関節固定セットのための固定リングと、
　手術台上に固定可能な手術用フレームと、
　内部固定具（４１）、ワイヤ固定具、ケーブル固定具または骨髄内ピンと、
　外部固定具（３１）と、
　前記長手要素が外科用メスの刃（１２０）または外科用メスのシャフト（１２１）とし
て設計されている、外科用メスホルダとを含む群から選択される、請求項１６から１９の
いずれかに記載の構成。
【請求項２１】
　少なくとも２つのインプラントプレート（６１、６２；７１、７２）または少なくとも
２つの部分を有する１つのインプラントプレートを含む骨接合セットであって、
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　各々の場合に、接続構成（１０、６０；７０、７３；１０、７３、１００）を受けるた
めの少なくとも１つの座部（６３）備え、
　前記インプラントプレート（６１、６２；７１、７２）または前記部分のそれぞれの座
部（６３）に挿入され得る少なくとも１つの接続構成（１０、６０；７０、７３；１０、
７３、１００）が設けられ、
　前記インプラントプレート（６１、６２；７１、７２）または前記部分は、互いに接続
され、前記インプラントプレートの接続構成（１０、６０；７０、７３；１０、７３、１
００）によって安定化され得る、骨接合セット。
【請求項２２】
　前記接続構成は、特に接続ワイヤ（６０、７０、１００）において、請求項１から９の
いずれかに記載の少なくとも１つの固定装置（１０、１０′）または請求項１０に記載の
止めねじと、少なくとも１つの接続手段とを含む、請求項２１に記載の骨接合セット。
【請求項２３】
　前記接続構成は長手要素（６０、７０、１００）を含み、前記長手要素（６０、７０、
１００）は、少なくとも１つの端部においてねじと、接続要素、特にナット（７３）とを
備え、ここに前記ねじがねじ込まれ、これにより前記長手要素（６０、７０、１００）が
前記インプラントプレート（７２）のうちの１つに固定され得る、請求項２１に記載の骨
接合セット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、独立請求項のプリアンブルの特徴に従う、固定装置、このような固定装置
の、長手要素との組合せ、および保持構造を有する対応する構成、ならびに骨接合セット
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々のタイプの固定装置が骨の手術で用いられる。種々の適応症では、長手要素、たと
えばキルシュナー鋼線（Kirschner wire）を、保持構造、たとえば内部または外部固定具
上に固定しなければならない。鋼線を保持構造に固定するための種々の構成が公知である
。
【０００３】
　たとえば、ＵＳ　４　９４１　４８１号およびＵＳ　４　６２０　５３３号は、クラン
プ顎部の態様で長手要素の上に誘導されることができ、その際に後者を固定できるクラン
プのような装置を開示する。ＵＳ　６　７０２　８１４号は、外部固定具のために用いる
ことができ、かつ、２つのクランプ顎部が長手要素を受けるための溝を形成するクランプ
装置を開示する。クランプ顎部のうちの１つは、長手要素を受けるために弾性的に変形可
能である。
【０００４】
　ＵＳ　５　３９３　１９１号は、２つのクランプ顎部の間に押込むことができるスロッ
ト付きの玉に長手要素を誘導できる外部固定具を開示する。玉に受けられる長手要素の向
きはこのように調整することができる。
【０００５】
　手術用のガイド本体がＥＰ　１　２０２　６７５号から公知である。ガイド本体は、固
定要素を受けるのに用いられ、この目的のために、互いに対して傾斜した複数の開口部を
有する。中間部分によって、長手方向の固定要素、たとえばワイヤを、加圧、クランプま
たは摩擦によって固定することができる。
【０００６】
　長手要素のための他の固定装置は、ＵＳ　２　３４６　３４６号、ＵＳ　４　８９０　
６３１号、ＵＳ　５　７０２　３９４号、ＥＰ　１　４０８　８５９号、ＷＯ　０３／１
０５７０４号、ＥＰ　１　７３６　１０９号、ＥＰ　１　５７０　７９６号、ＵＳ　４　
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６２１　６２７号、ＥＰ　１　７４１　３９６号、ＥＰ　１　３０６　０５７号、ＵＳ　
４　１３５　５０５号、ＵＳ　４　１２７　１１９号、またはＤＥ　３４３９７９５号、
ＷＯ　０３／０６５９１１号から公知である。
【特許文献１】ＵＳ　４　９４１　４８１号
【特許文献２】ＵＳ　４　６２０　５３３号
【特許文献３】ＵＳ　６　７０２　８１４号
【特許文献４】ＵＳ　５　３９３　１９１号
【特許文献５】ＥＰ　１　２０２　６７５号
【特許文献６】ＵＳ　２　３４６　３４６号
【特許文献７】ＵＳ　４　８９０　６３１号
【特許文献８】ＵＳ　５　７０２　３９４号
【特許文献９】ＥＰ　１　４０８　８５９号
【特許文献１０】ＷＯ　０３／１０５７０４号
【特許文献１１】ＥＰ　１　７３６　１０９号
【特許文献１２】ＥＰ　１　５７０　７９６号
【特許文献１３】ＵＳ　４　６２１　６２７号
【特許文献１４】ＥＰ　１　７４１　３９６号
【特許文献１５】ＥＰ　１　３０６　０５７号
【特許文献１６】ＵＳ　４　１３５　５０５号
【特許文献１７】ＵＳ　４　１２７　１１９号
【特許文献１８】ＤＥ　３４３９７９５号
【特許文献１９】ＷＯ　０３／０６５９１１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、これらの公知の解決策はすべて種々の不利な点を伴う。特に、公知の解
決策のうちの多くは複数の個々の要素からなっている。したがって、製造および使用が複
雑であり、費用も高い。公知の解決策のさらなる不利な点は、固定されるべき長手要素を
しばしば一方向にしか固定することができないことであり、または固定されるべき長手要
素を構造的に複雑な解決策によってしか異なる方向に固定することができないことである
。
【０００８】
　実際、ＥＰ　１　２０２　６７５号は、複雑な玉継手なしに異なる方向に位置決めが可
能である解決策を開示する。しかしながら、この場合にも、異なる方向は、ガイド本体の
予め形成された、傾斜した開口部に従って、規定および限定された数でのみ可能である。
方向の修正は不可能である。
【０００９】
　したがって、この発明の目的は、公知の解決策の不利な点を回避することであり、した
がって特に、製造が容易かつ安価であり、単純な態様で取扱うことができる長手要素を固
定するための固定装置を利用できるようにすることである。それでもなお、固定装置は、
長手要素の方向をできる限り自由に選択できるように、および適切な場合には、修正でき
るように意図される。この発明のさらなる目的は、たとえばもともと設けられた角度とは
異なる角度で長手要素を固定するための、単純な態様で再度位置決めすることができる対
応する固定装置を利用できるようにすることである。
【００１０】
　この発明のさらなる目的は、上述の目的も満たす、長手要素と組合せられたこのような
固定装置、ならびにこのような組合せおよびさらなる保持構造を有する構成を利用できる
ようにすることである。
【００１１】
　この発明のさらなる局面は、さらに、少なくとも２つのインプラントプレートからなる
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骨接合セットに関係する。特に骨粗鬆骨を治療するときに、しばしば生じる問題は、ねじ
が切られたねじを有するインプラントプレートを骨質に十分確実に係止できないことであ
る。この発明のこの局面に従って、目的は、公知の問題の解決に好適な骨接合セット、言
い換えると、不十分なまたは好適でない骨質が、従来のねじを用いた固定が不可能である
またはねじの維持が十分な安定性をもたらさないことを意味するときでさえ、インプラン
トプレートを確実に固定できる骨接合セットを利用できるようにすることである。
【００１２】
　この発明に従って、これらの目的は、固定装置、このような固定装置および長手要素の
組合せ、このような組合せを有する構成、ならびに骨接合セットで達成され、これらは独
立請求項の特徴部分の特徴を有する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この発明に従った固定装置は、長手要素、特に、ワイヤ、ピン、管またはねじを保持構
造の座部に固定するのに用いられる。保持構造は典型的にはプレートである。しかしなが
ら、保持構造という語は広く解釈されるべきである。保持構造が主に以下に記載されるク
ランプ力を加えるが、固定装置を実際に保持するのには用いられない応用例も予想され得
る。固定装置は本体を有する。当該本体は、開口部、特に、長手要素を受けるための連続
したボアを備える。開口部は長手方向に延在し得る。しかしながら、たとえば伸延のため
に、本体の交軸方向に（すなわち、長手方向軸に対して０°よりも大きな角度で）開口部
を設けることも予想され得る。長手要素を受けるための開口部は、典型的には、（ワイヤ
などの円筒形の物体を受けるのに用いられる場合）円形であるが、他の形状の開口部も予
想され得る。たとえば、平面の長手要素を受けるためのスリット状の開口部も予想され得
る。断面における長手要素を受けるための異なる形状の開口部も予想され得る。
【００１４】
　この発明に従うと、本体は、少なくとも外側クランプ領域において、開口部の寸法、特
にボアの直径を低減させ得るように径方向に変形可能である。本願の文脈においては、外
側クランプ領域は、本体が保持構造における座部との接触によって圧縮される領域として
理解されるべきである。本体は、さらに、固定装置が保持構造の開口部に挿入されるとき
に長手要素を開口部内で確実に押付けることができるようにクランプ領域が径方向に変形
し得るように設計された外側輪郭を有する。長手要素の方向に見ると、クランプ領域が配
置されているのと同じ高さで軸方向に確実に押付けることができる。しかしながら、本体
の外側クランプ領域から軸方向に距離をおいて押付けられる長手要素を設けることも予想
され得る。長手要素は、保持構造への挿入前に、本体の開口部に容易に挿入することがで
きる。本体を保持構造の座部に挿入する際に、本体は、その外側輪郭の特定の構成により
径方向に圧縮される。このようにして、長手要素は、それ以上軸方向にずれないように、
本体の開口部に確実に押付けられる。この発明に従った解決策は特に単純である。という
のも、長手要素および保持構造に加えて、長手要素を固定するための構成要素（固定装置
）を１つだけ追加すればよいからである。
【００１５】
　この発明の第１の好ましい実施例に従うと、固定装置は、そのクランプ領域において少
なくとも１つのスリットを備える。当該スリットは、少なくとも部分的に開口部の方向に
延在し、少なくとも部分的に開口部において終端する。当該スリットは固定装置の外壁に
まで到達し得る。当該スリットは、必ずしも平面内で延在していなくてもよく、１つ以上
の屈曲または湾曲部を有し得る。この少なくとも１つのスリットのために、本体は、特に
容易に径方向に圧縮され得る。１つのスリットだけで十分であるかもしれない。しかしな
がら、所望されるより多くのスリットが設けられてもよい。スリットは、たとえば径方向
に配置される。しかしながら、正接するスリットまたは湾曲形状のスリットによって本体
において脆弱な領域が備わることも予想され得る。スリットは、典型的には、長手要素を
受けるための開口部の方向に延在する。しかしながら、固定装置の軸を基準とした角度で
スリットを設けることも予想され得る。しかしながら、代替的には、弾性材料で本体を構
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成することも予想され得る。この場合、スリットなしでも径方向の圧縮が実現可能である
。加えて、長手要素の挿入を簡単にするために、本体はいくつかの相互に移動可能な部分
で構成されていてもよい。ヒンジによって接続される２つの部分が予想され得る。これら
の部分は、当該要素を挿入するために開かれ、次いで閉じられて互いに接続され得る。次
いで、上述の態様で長手要素が再び軸方向に固定される。
【００１６】
　加えて、いくつかの材料から作られ、いくつかの構成要素を備える本体も予想され得る
。たとえば、クランプ区域のために弾性材料が用いられ、止め区域およびねじ回し区域の
ために硬い材料が用いられてもよい。このような固定装置は、たとえば、多要素射出成形
によって作り出すことができる。
【００１７】
　別の好ましい実施例に従うと、固定装置は、少なくともクランプ領域において、その外
側輪郭上に少なくとも１つのクランプ面を備える。クランプ面は、周方向に見て、径方向
に、少なくとも部分的に広くなっている。このような構造を備えているが、長手の開口部
やスリットを備えていない、インプラントプレートに骨ねじを固定するための本体が、Ｗ
Ｏ０４／０８６９９０から公知である。クランプ面を有するねじ頭部が、回転により、保
持構造の座部の対応する楔突起部と接触させられると、径方向の力が発生して本体を圧縮
する。これにより、このような止めねじが、長手要素を受けるための長手の開口部と、径
方向の圧縮を容易にするための手段、たとえばスリット、とを備えている場合、当該長手
要素の固定に特に好適であることが判明した。
【００１８】
　さらに、この発明に従った固定装置は、特に好ましくは、長手方向に見て、クランプ面
の領域において円形の外側輪郭、特に少なくとも部分的にほぼ球形、螺旋形、放物線状、
楕円形または双曲線状の輪郭を有する本体を備える。保持構造の座部における固定装置の
方向を、規定された角度範囲内においてほぼ制限されずに調整することを可能にする輪郭
が一般に好ましい。玉継手、クランプ顎部などの構成要素をこの目的のために追加する必
要はない。しかしながら、同時に、相応に円形の輪郭を有する座部を備えた保持構造が利
用可能であれば、本体に円筒形または円錐形の外側輪郭を設けることも予想され得る。本
体の外面および／または保持構造の座部は、たとえばフルーティング（溝彫り・溝削り）
またはナーリング（刻み付け・ローレット切り）で付加的に構造化されてもよい。
【００１９】
　この発明の別の好ましい実施例に従うと、固定装置は、少なくともそのクランプ領域に
おいてねじ頭部として設計される。ねじ頭部としての設計により、特に、固定装置を周方
向に簡単に回転させることができる。クランプ面が周方向に径方向に広がっている上述の
設計では、径方向の圧縮は、たとえばクロスヘッド、Torx、六角穴またはこれらの変形例
を備えたねじ回し、たとえば、本願出願人の「HexaDrive」を用いて回転させることによ
って特に単純な態様で実現可能である。
【００２０】
　本体上において、固定装置は、ねじ山の付いたねじシャンクを付加的に備え得る。しか
しながら、固定装置にピンのシャンクを付加的に備えることも予想され得る。したがって
、応用例に応じて、本体だけで構成された固定装置、または、本体がピンまたはねじのシ
ャンクを付加的に備えている固定装置を用いることが有利であり得る。
【００２１】
　この発明の別の好ましい実施例に従うと、固定装置は、そのクランプ領域においてねじ
頭部として設計されている場合、クランプ領域の上方に延長部を付加的に備え得る。当該
延長部はねじ回しのための座部として設計される。このようにして、固定装置に特に容易
にトルクを加えることができる。
【００２２】
　この発明の別の好ましい具体的な実施例に従うと、少なくとも１つのスリットは、固定
装置の長手方向に見て、少なくともクランプ領域にわたって延在する。しかしながら、本
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体の変形性および柔軟性をさらに高めるために、より長い軸方向の領域にわたってスリッ
トを延在させることも予想され得る。スリットは、多くても、固定装置の全長に沿って延
在する程度である。スリットの長さを好適に選択することにより、長手要素に対するクラ
ンプ動作を調節することができる。
【００２３】
　この発明の別の好ましい実施例に従うと、開口部の内面を構造化することができる。こ
のようにして、さらにぴったりと合わせることにより、径方向の圧縮の結果として軸方向
への保持を向上させることができる。言い換えれば、これは、所与のクランプ力の場合に
は、固定装置から引き離すために、長手要素に対してより大きな力を軸方向に加えなけれ
ばならないことを意味する。
【００２４】
　上述の実施例に従うと、この発明の一局面はまた、それ自体が公知である止めねじが、
長手方向のボアと、ねじ頭部の領域において少なくとも１つのスリットとを付加的に備え
ることである。ここでは、ＷＯ２００４／０８６９９０において図示および主張されるタ
イプの止めねじを用いることが特に好ましい。当該出願、特にＷＯ０４／０８６９９０の
クレームの主題は、引用により本願に明確に援用されている。
【００２５】
　したがって、この発明のさらなる局面は、保持構造において長手要素を固定するための
このような止めねじを使用することにある。しかしながら、多方向の止めねじを用いるこ
とにより、長手要素は、角度の範囲内で自由に選択可能である規定された角度位置におい
て長手方向に固定することもできる。
【００２６】
　この発明のさらに別の局面は、上述の固定装置と長手要素との組合せに関する。長手要
素は、ワイヤ、ロッド、ピン、プロファイル、ばね、中空の管、または手技用の器具、た
とえば、外科用メスまたはスパーテル（たとえば、脳での手技用）を含む群から選択され
る。長手要素がワイヤ、ロッドまたはピンとして設計されている場合、たとえば、内部固
定具または外部固定具での応用例も可能である。長手要素がプロファイルまたは中空の管
として設計されている場合、たとえば、内視鏡管としての応用例またはドリルガイドを固
定するための応用例も予想され得る。長手要素が外科用メスの固定具として設計されてい
る場合、この発明に従った固定装置は、さらに、外科用メスを保持するための外科用メス
ホルダとして用いることができる。外科用メスのシャフトは長手のボアに挿入され得る。
しかしながら、このような応用例においては、固定要素に長手方向のボアを設けるのでは
なく、固定要素上に存在するスリットに外科用メスの刃の一部を直接的に嵌め込むことも
予想され得る。
【００２７】
　軸方向のクランプ効果を高めるために、長手要素は構造化された面を付加的に有し得る
。
【００２８】
　また、応用例に応じて、長手要素にねじもしくはナーリングを長手方向もしくは交軸方
向に設けるか、または、ドリル螺旋部を設けることも予想され得る。
【００２９】
　別の好ましい実施例に従うと、長手要素は、ランセットもしくはトロカールとして設計
された先端部、または、自己切断型もしくは自己穿孔型ねじを備えた先端部を備えていて
もよい。
【００３０】
　ケーブル／コードはまた、引張り力を伝えるか、腱もしくは靭帯などの裂けた軟組織部
分をつなぐか、または骨片を固定するための長手要素として予想され得る。
【００３１】
　この発明のさらなる局面は、固定装置および長手要素と保持構造との上述の組合せから
なる構成に関する。保持構造は、固定装置のための少なくとも１つの座部を有する。
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【００３２】
　固定装置のための座部は、特に好ましくは、径方向に内側に向けられた突起またはテー
パ部を備える。これらのテーパ部は、固定装置上のクランプ面とともに、本体の径方向の
圧縮をもたらす。固定装置と、これにより、そこに保持された長手要素とについて可能な
限り簡単な多方向の位置決めを可能にするために、開口部はまた、好ましくは、長手方向
に少なくとも部分的にほぼ球形、螺旋形、放物線状、楕円形または双曲線状である内壁を
備えている。特に、開口部は、ＷＯ０４／０８６９９０における開示およびクレームに従
って設計される。
【００３３】
　保持構造は、たとえば、固定装置によって保持構造に保持される内視鏡管のための保持
構造として設計されてもよい。この場合、長手要素は内視鏡管である。
【００３４】
　保持構造は、一時的な手術中の支持要素として、たとえば、関節固定セットのための固
定リングとして設計されてもよい。
【００３５】
　典型的な一時的な手術中の応用例は、いくつかの骨を限られた時間で固定するよう意図
されたものである。外科的介入が終わる前に、対応する支持構造が取除かれる。適応例と
して、たとえば、手首の関節固定術または部分的な関節固定術、脳神経外科手術、骨切術
、骨折の矯正、および最小限の侵襲的介入、たとえば、頬膜貫通（transbuccal）的介入
または脊柱手術が挙げられる。外部固定具は、手術の後、骨が動くのを防ぎ、これにより
骨折を治すための安定化構造または固定構造が身体の外側で用いられる応用例として理解
される。しかしながら、構造（たとえば、関節によって接続された２本の骨）の或る自由
度を固定し、それらの移動性（動的な外部固定具）の点においてのみ意図的に当該構造の
他の自由度を残しておくことも予想され得る。これにより、軟組織部分が癒着したり患部
の関節が硬くなったりするのを防ぐための術後の理学療法を早期に実施することできる。
これらは、典型的には、骨切術、矯正または骨折治療であり得る。リング固定具における
応用例も予想可能であり、この場合、この発明に従った固定装置により同様にいくつかの
リングを互いに固定させることができる。上腕の骨折の治療での使用も予想可能であり、
この場合、継手の玉がねじ付きワイヤで保持され、その位置は、ねじ頭部上に載っている
ナットを介して極めて精密に調整することができる（プッシュ・プル器具）。
【００３６】
　保持構造は、加えて、たとえば、ドリルスリーブまたはガイドスリーブまたはスパーテ
ルを保持するための脳神経外科の応用例において、固定装置によって手術台に固定するこ
とのできる外科手術用フレームによって形成され得る。
【００３７】
　内部固定具としての応用例においては、骨の移動を防ぎ、骨折を治療するためのインプ
ラントとしての構成は身体に永久に残されたままである。典型的な応用例としては、関節
固定術または部分的な関節固定術、脊柱の硬化、関節付近の長骨の治療、骨端、すべての
骨切術、矯正もしくは骨折治療、少なくとも１つの穴を備えたプレートを用いたワイヤ骨
接合術、または、歯列矯正における骨格の係止であり得る。軟組織部分において引張り力
を発生させるためのワイヤ固定具またはケーブル固定具も予想され得る。
【００３８】
　内視鏡としての応用例においては、身体内での手技は、（たとえば、脳神経外科手術、
口腔外科手術、特に頬膜貫通的介入における歯列矯正もしくは顔面手術、または、脊柱も
しくは骨盤の手術において）固定装置におけるボアを介して実行可能である。
【００３９】
　最後に述べられた３件の場合には、長手要素は典型的にはワイヤまたは管／スリーブで
ある。最後に、保持構造はまた、外科用メスなどの器具のためのホルダとして設計されて
もよく、この場合、長手要素は、外科用メスの刃のシャフトまたは刃の一部である。
【００４０】
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　ここでは外科手術の応用例を主に説明してきたが、この発明に従った固定装置、長手要
素との組合せ、およびこの発明に従った構成についての他の応用例も予想され得る。たと
えば、このような構造は、たとえば電気外科手術中または（たとえば、口蓋骨、歯槽縁の
）骨伸延のためのグリップ部分のためのクランプ機構として、駆動装置または穿孔装置に
おけるＫ－ワイヤ／ドリルのための急速結合システムとして用いられてもよい。伸延のた
めの応用例においては、長手要素は、たとえば、２つの部分、すなわち、内ねじを有する
部分と外ねじを有する部分とに設計されてもよい。２つの交軸方向のボアを備えた本体を
有する固定装置は、当該部分をそれぞれ受けるのに用いられる。本体が骨片において係止
される場合、当該部分が固定されて伸延のために用いられ得る。
【００４１】
　しかしながら、たとえば構築範囲において、たとえば（任意には軸方向の圧縮で）棚付
け（shelving）、足場組み（scaffolding）、釘止め（pegging）における他の応用例、ま
たは支柱（shoring）のための他の応用例も予想され得る。
【００４２】
　この発明のさらなる局面は、骨接合セットに関する。当該セットは、少なくとも２つの
インプラントプレート、または、少なくとも２つの部分を備えた１つのインプラントプレ
ートで構成される。インプラントプレートまたはこれらの部分は各々、接続構成を受ける
ための少なくとも１つの座部を有する。当該セットはこのような接続構成をさらに含む。
接続構成は、当該プレートまたは当該部分のそれぞれのボアに挿入され得る。インプラン
トプレートは、当該インプラントプレートの接続構成によって互いに接続され安定化され
得る。当該プレートは、長手要素に沿って相対的に動かないようにされる。堅固な固定に
より、結果として、１つ以上のプレートが接続される。次いで、破片が再度位置決めされ
、この構造上に固定される。２つの部分を有するプレートの場合、別のプレート部分に対
する１つの部分、たとえばプレートのタブ、の接続部を作り出すことができる。これは、
たとえば、２つのプレート部分間の接続部が、臨床上の理由で、わずかな負荷だけを伝え
得るかもしくは全く負荷を伝え得ないように、または、臨床上の理由で、接続部の確立後
に取外されるように設計されなければならない場合には、有利である。
【００４３】
　接続構成により、このような２つ以上のインプラントプレートは、ボアがその大きさま
たは構造（内部構造）のせいでインプラントプレートを固定するための骨ねじを受けるの
に適していない場合であっても、骨のいくつかの位置で固定／接続され得る。
【００４４】
　この文脈においては、角度がずらされたタブ状の部分をインプラントプレートに設ける
ことも予想され得る。接続構成は、次いで、このタブにおける座部に固定され得る。これ
は、解剖学上の理由から、上述の接続部が平坦なプレートでは実現不可能である場合には
特に有利である。というのも、たとえば、座部の領域における面が、固定要素の回動角度
よりも小さい角度で相対的に構成されていないからである。次いで、角度のずらされた部
分により、小さなユニットが形成され、これにより、接続部のために使用可能な位置が提
供される。
【００４５】
　接続構成は、特に好ましくは、上述のタイプの固定装置を含む。このようにして、クラ
ンプワイヤが、インプラントプレートの開口部において特に容易に固定され得る。いくつ
かの応用例、たとえば頭蓋骨および顎顔面の応用例の場合、プレートに対して座部の角度
を歪める、すなわち、プレートの面に対して垂直にならないように座部の軸を方向付ける
ことも予想され得る。こうして、より広い角度範囲で、たとえば、３０°だけ傾斜した座
部の場合には１５°（３０°－１５°）～４５°（３０°＋１５°）の範囲で、ねじを位
置決めすることができる。特に薄いプレートにおいては、当該プレートは、座部の領域に
おいて局所的に厚くなっていてもよい。このようにして、座部における固定輪郭の傾斜し
た構成のための空間が作り出される。
【００４６】
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　しかしながら、代替的には、接続構成が少なくとも１つの端部にねじを備えた長手要素
を含むことも予想され得る。加えて、接続構成は、この場合、接続要素、たとえばナット
、を備えており、そこにねじがねじ込まれ、これにより、長手要素がプレートのうちの一
方または両方に固定され得る。
【００４７】
　この発明は、具体的な実施例に基づき、添付の図面に関連付けて以下により詳細に説明
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　図１は、この発明に従う固定装置１０を側面図で示す。固定装置１０は本体１１を有す
る。本体１１は、保持構造の座部であり、たとえば図６に従って、たとえばインプラント
プレート６１における座部６３に挿入することができる。本体はクランプ領域１３を有す
る。クランプ領域１３では、本体１１は座部の内壁６５（図６参照）との接触によって圧
縮され得る。本体１１はさらに、軸方向Ａに延在するスリット１５を有する。スリット１
５のために、本体１１を径方向ｒ（すなわち、軸方向Ａに垂直な面において）圧縮するこ
とができる。本体１１は外側輪郭１４を有する。少なくとも領域１８における外側輪郭１
４は、軸方向Ａに見たときに丸みを帯びている。丸みを帯びた外側輪郭１８によって、多
数の異なる角度位置で座部６３に本体または固定装置を挿入することができる。
【００４９】
　本体１１はさらにボア１２を備える（図２ａおよび図２ｂ参照）。ボア１２は、長手要
素を受けるのに用いられる。ボア１２の直径Ｄは、径方向ｒへの圧縮によって低減できる
。このように、ボア１２に挿入される、典型的にはワイヤである長手要素は、確実に押付
けられる。クランプ作用を増大させるために、ボア１２の内面１７はさらに表面構造化を
与えられ得る。
【００５０】
　図２ｂは、スリット１５に沿った面における本体１１を通る断面図を示す。図２ｂが示
すように、スリット１５は本体１１の１つの端縁からボア１２の所まで延在している。
【００５１】
　図３および図４が示すように、本体１１の外側輪郭は、軸方向Ａに垂直な面において、
３つのクランプ面１６を備える。クランプ面１６は、周方向Ｕとは逆方向に見て、径方向
に広がっている。径方向の突起６４（図６参照）を有する対応して設計された開口部に本
体１１を挿入し、周方向Ｕに本体１１を回転させると、クランプ面１６は突起６４と係合
することになる。この結果、径方向に圧縮される。
【００５２】
　回転運動を発生させるために、本体１１はさらに、ボア１２の領域に、対応するツール
、たとえばねじ回しのための座部５を備える。
【００５３】
　図４は、互いに１２０°ずつオフセットされ、図４では厳密に径方向に延在する３つの
スリット１５の底面図を示す。スリットの他の幾何学的形状がもちろん予想される。図１
が示すように、スリット１５は本体１１の高さの約３分の２に沿って延在している。もち
ろん、長手方向におけるスリットの他の寸法も予想される。スリットが湾曲しているまた
は正接していることも予想される。
【００５４】
　医学的応用例では、この発明に従う固定装置は生体適合性材料で作られる。典型的には
、チタンを用いることができる。ステンレスまたは生体吸収性材料などの他の材料も予想
される。形状記憶特性を有する合金、たとえばニチノールまたは概して超弾性の材料、お
よびたとえばプラスチックを用いることも可能である。
【００５５】
　この発明に従う固定装置の寸法は、応用例の特定の分野に依存する。典型的に、手術分
野での応用例では、直径が約２～７ｍｍの固定装置、直径が約０．７５～１．４ｍｍのボ
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ア、および全高が約１～５ｍｍの固定装置が予想される。スリットのスリット幅は典型的
には０．２～０．３ｍｍであり得て、スリットは０．３～１．５ｍｍの高さにわたって延
在し得る。応用例の分野に応じて、たとえば直径が１０～５０ｍｍの内視鏡および直径が
５～４０ｍｍのボアが公知である脊柱の手術において、変形例がもちろん予想される。
【００５６】
　図５は、ねじ１として設計された固定装置の３次元の図を示す。図１に従う本体１１は
、ねじ山３を備えるねじシャンク２と隣接している。ボア１２およびスリット１５を除い
て、ねじはＷＯ　０４／０８６９９０号に従って設計される。ねじ山３を有するねじシャ
ンク２は、適応症に応じて有利な特性を有し得る。しかしながら、ねじシャンク２を省略
することまたはねじシャンク２をねじ山のないピンとして設計することも予想される。
【００５７】
　図６は、固定装置１０のための座部６３の一例を示す。座部６３は内壁６５を有する。
内壁６５は、径方向に内向きに延在する突起６４を備える。図６では、座部６３はインプ
ラントプレート６１の一部として設計される。座部はＷＯ　０４／０８６９９０号に従っ
て設計される。もちろん、対応する開口部は、長手要素が固定装置によって挿入されるよ
うに意図される任意の所望の保持構造に設けられることができる。
【００５８】
　開口部６３を有する、図６に示すプレート６１は、その他の点では、ＷＯ　０４／０８
６９９０号に示されるプレートと同一である。座部に関するＷＯ　０４／０８６９９０号
の内容も、相互参照によって明白に本出願に援用される。特に、内壁６５は、軸方向Ａに
、部分的に球形、螺旋形、放物線状、楕円形、または双曲線状であり、その結果、丸みを
帯びた外側輪郭１８を有する固定装置を開口部６３に多方向に挿入することができ、方向
Ｕに回転させることによって、開口部６３に確実に押付けることができる。
【００５９】
　図７ａは、この発明に従う固定装置の代替的な実施例の概略図である。図７ａに従う固
定装置はねじ１′として設計される。ねじ頭１０′の領域に、ねじ１′は本体１１′を有
する。本体１１′は、ねじ１′の軸方向に延在するスリット１５′を備える。クランプ領
域１３′はスリット１５′によって形成される。本体１１′は、図１～図４に示す本体と
同様に設計されている。止め要素１１０として設計された保持構造の座部１１３に本体１
１′を挿入することによって、および本体１１′を回転させることによって、ねじ１′の
軸に垂直な面において本体１１′を圧縮することができる。すなわち、スリット１５′の
幅はしたがって低減される。したがって、ねじの軸の交軸方向に延在する、開口部１２′
に挿入されたワイヤ２０は、ねじの軸の交軸方向に確実に押付けられる。軸方向に見て、
開口部１２′がクランプ領域１３′の下に配置されることは、ここでは重要ではない。図
７ａに示す構成は、互いに噛み合う内ねじおよび外ねじを有する２つの部品の長手要素を
ワイヤ２０の代わりに用いるのであれば、伸延のために用いることができる。
【００６０】
　図７ｂは別の代替的な実施例を示す。インプラントプレート４１が半径Ｋの頭部のため
の内部固定具として用いられる。この目的のために、骨Ｋに導入されるワイヤ４０は、上
述の固定装置１０によってプレート４１の開口部４３に固定される。固定装置１０によっ
て、ワイヤ４０の軸方向の固定が可能である。同時に、ワイヤは、プレートの表面に対し
て異なる角度で挿入することができ、その角度位置に止めることができる。図７ｂは、ツ
ール、典型的にはねじ回しを受けるための内側輪郭を示す。このツールを用いて、固定装
置１０はトルクを受けることができ、回転されることができ、それによって押付けられ得
る。
【００６１】
　図８は、この発明に従う固定装置の別の可能な使用を示す。２つのインプラントプレー
ト６１、６２が骨Ｋの２つの側に位置決めされる。２本のワイヤ６０は、骨を通して導入
され、インプラントプレート６１、６２における対応するボア６３を通して誘導される。
上述の固定装置１０によって、ワイヤ６０は安定した角度でボア６３に固定される。ワイ
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ヤ６０の方向は、上述の自由な位置決めによって、自由に選択することができる。ワイヤ
６０によって、２つのインプラント６１、６２は、開口部６３の領域においてワイヤ６０
に沿って互いに接続され、それによって安定化される。このように、従来の骨ねじを受け
るのに十分な量または質の骨質が存在しないときでさえ力をかけることができる。
【００６２】
　プレート６１、６２、ワイヤ６０および固定装置１０からなる、図８に示す骨接合セッ
トによって、たとえば骨粗鬆骨においてこのようなインプラントを用いることも可能であ
る。図９ａおよび図９ｂは、このような骨接合セットの代替的な実施例を示す。
【００６３】
　図９ａは、骨接合セットの代替的な例示的な実施例を示す。図９ａに従って、２つのイ
ンプラントプレート７１、７２がワイヤ１００によって接続される。図８に示すのと同様
に、各ワイヤ１００はクランプ装置１０によって１つのインプラントプレート７１の座部
に固定される。この固定は、主として図８を参照して説明した態様で行なわれる。第２の
インプラントプレート７２の領域に、ワイヤ１００はねじを有する。たとえばＰＥＥＫか
らなるナット７３は、ねじにねじ込まれ、したがって第２のインプラントプレート７２の
領域においてワイヤ１００を固定する。このような構成を用いても、方向Ｒに安定化を達
成することができ、ここで、Ｒはプレートの面に垂直に向けられる必要はない。
【００６４】
　図９ｂでは、２つのインプラントプレート７１、７２はねじ７０によって互いに接続さ
れる。開口部を有するナット７３または小さなディスクが一方のプレート７２の領域にお
いてねじ７０の端部に接続される。ねじ７０は、他方のプレート７１上のねじ頭７４で支
持される。この安定化を用いても、方向Ｒへのインプラントプレート７１、７２の接続を
達成することができ、ここで、Ｒはプレートの面に垂直である必要はない。
【００６５】
　ナットはここで、特にワイヤのための任意のタイプの支台として理解される。ナットは
、必ずしもプレートの面に平行に配置される必要はない。ナットはある特定の回動範囲も
有し得る。ナットは止められることも可能である。最後に、ナットは必ずしも開口部を有
する必要はない。自己穿孔ワイヤ先端部はそれ自体に穴を開けることもできる。さらに、
ナットはプレートに予め組立てられることもできる。
【００６６】
　図７ａ、図７ｂ、図８、図９ａおよび図９ｂに従うプレートを接続するため、および破
片の位置を安定化させるために、ワイヤを嵌めなければならない。この目的のために、ワ
イヤを開始穴およびターゲット穴に通すターゲティング装置が用いられる。ワイヤを導入
した後、これら２つのポイント間の接続線はワイヤの軸に対応する。次いで、クランプ要
素が係合され、クランプ要素を周方向Ｕに回転させることによって、開口部を塞ぐ。固定
装置１０の回動は、軸方向に見て丸みを帯びた外側輪郭のために可能であるが、インプラ
ントプレート６１、６２の幾何学的形状によってある特定の角度範囲、典型的には多くて
も＋／－１５°に限定される。
【００６７】
　この回動可能性によって、プレートのその後の接続を考慮に入れる必要なく、厳密に解
剖学的条件に従ってプレートを位置決めできる。多方向ではない、および回動可能でない
システムでは、システムを解剖学的条件に適合させるときに妥協しなければならないであ
ろう。
【００６８】
　図１０は、外部固定具におけるこの発明に従う固定装置の使用の概略図である。典型的
には上腕骨のための外部固定具は２つのリング３１を有する。リング３１は、ワイヤ３０
によって互いに対して安定化されるように意図される。同時に、２つのリング３１および
およそ骨Ｋの方向に延在するワイヤ３０からなる構造は、骨に垂直に延在するワイヤ３０
′によって後者に固定されるように意図される。ワイヤ３０、３０′をリングに固定する
ために、固定装置１０は、リングの開口部３３またはリングに取付けられた補助要素３４
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の開口部３３に嵌められる。固定装置１０および開口部３３は上述のように設計される。
さらに、固定装置１０は、ツールを受けるためまたは（手動での）操作のために用いられ
る延長部４を備えることができる。
【００６９】
　図１１は、中手骨を一時的に手術中に固定するための、この発明に従う固定装置１０の
使用の概略図である。固定リング２１は、手の上に支えられるかまたは手にわたって広が
っており、たとえば上述の固定装置を用いて手術台に固定される。固定ワイヤ２０は一時
的な固定に役立つ。ワイヤ２０は、固定装置１０のボア１２（たとえば、図２ａおよび図
２ｂ参照）を通して誘導される。固定装置１０は固定リング２１上の対応する開口部２３
にねじ込まれる。固定装置を周方向Ｕ（図３も参照）に回転させることによって、開口部
２３において固定装置１０を固定することができ、径方向に圧縮することができる。この
ように、ワイヤ２０は固定装置１０に軸方向に固定され、固定リングも傾斜に対して固定
される。開口部２３は、図６におけるインプラントプレートに関連して示した開口部と同
様に設計されている。用途に応じて、異なる大きさの固定装置１０を用いることができる
。
【００７０】
　図１２～図１９は、この発明に従う固定装置１０に挿入できる長手要素の種々の実施例
を示す。
【００７１】
　図１２は、表面の任意の規定された起伏のない単純なワイヤ２０を概略的に示す。
　図１３は、全長に沿ってねじ山８１を備えるワイヤ８０を示す。たとえば、典型的な応
用例は、短いねじ山（約２０ｍｍ）または全長に沿ったねじ山を有するＫ－ワイヤである
。先端部におけるねじ山は、たとえばＫ－ワイヤ上での軸方向のずれに対して骨の破片を
固定するのに用いることができる。シャフト全体の上のねじ山はさらに、長手方向軸の交
軸方向の安価な構造化の代表例であり、これはさらに保持力の増大に役立つ。ねじ山８１
の形態の表面の構造化の代わりに、長手方向または横方向に延在する刻み目も予想される
。
【００７２】
　図１４は、端部にトロカール斜面９１を備えるワイヤのような要素９０を示す。
　図１５は、先端部のみにねじ山１０１を備えるワイヤのような要素１００を示す。
【００７３】
　図１６は、内視鏡検査管５０を示す。図１６に示すように、管状の形状の長手要素は、
ランセット斜面と接続して用いることもできる。
【００７４】
　図１７は、シャフト１２１を用いてこの発明に従う固定装置に固定することができる外
科用メス２０を示す。
【００７５】
　図１８は、ワイヤの束１３２を受けるのに用いられる管状の要素１３１を示す。上腕の
骨粗鬆骨では、接合面が崩壊する危険性がある。骨のシャフト上に係止されたプレートに
要素１３１が固定されると、ワイヤの束の端部は接合面の領域における骨粗鬆骨を内側か
ら支持できる。次いで、管状の要素は、上述の種類の固定装置１０（たとえば、図１およ
び図２参照）に固定される長手要素の機能を想定する。好適な外側輪郭（図示せず）を管
に与えることも予想され、その結果、管はワイヤの束を維持するためのこの発明に従う固
定装置の目的を満たす。
【００７６】
　しかしながら、この目的のために、折畳まれた要素が開いた状態で大きな端面を有する
Ｋ－ワイヤまたはスロット付きワイヤを用いることも可能である。
【００７７】
　図１９は、ばねのような要素１４１を示す。ばねのような要素１４１は、２つの相互接
続された弦巻ばねからなっている。ばね要素として、板ばね、弦巻ばね、またはさらには



(15) JP 2008-272485 A 2008.11.13

10

20

30

40

一方のばねを他方のばねの内側に押す２つの渦巻ばねからなるばねを用いることも可能で
ある。
【００７８】
　長手要素は、特定の応用例に応じて、好適な材料で作られる。典型的には、移植可能な
要素のためにチタンを用いることができる。予想される限りで用いることができる他の材
料は、ステンレス材料、形状記憶合金、超弾性材料からなる要素、またはさらにはプラス
チックである。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】この発明に従う固定装置の側面図である。
【図２ａ】面ＣＣに沿った、図１に従う固定装置の断面図である。
【図２ｂ】固定装置のスリットに沿った面を通る断面図である。
【図３】図１に従う固定装置の平面図である。
【図４】図１に従う固定装置の底面図である。
【図５】ねじとして設計された、この発明に従う固定装置の概略図である。
【図６】この発明に従う固定装置を受けるための開口部の斜視図である。
【図７ａ】この発明に従う固定装置の第１の代替的な例示的な実施例の概略図である。
【図７ｂ】この発明に従う固定装置の別の代替的な例示的な実施例の概略図である。
【図８】２つのインプラントプレートからなる骨接合セットの概略図である。
【図９ａ】２つのインプラントプレートを有する骨接合セットのための代替的な実施例の
図である。
【図９ｂ】２つのインプラントプレートを有する骨接合セットのための代替的な実施例の
図である。
【図１０】外部固定具におけるこの発明に従う固定装置の使用の概略図である。
【図１１】一時的な手術中の固定としてのこの発明に従う固定装置の使用の概略図である
。
【図１２】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１３】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１４】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１５】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１６】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１７】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１８】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【図１９】この発明と接続して用いることができる長手要素の種々の実施例の図である。
【符号の説明】
【００８０】
　１０，１０’　固定装置、１１，１１’　本体、１２，１２’　開口部、１３，１３’
　クランプ領域、１４　外側輪郭、２０，３０，３０’，４０，５０，６０，８０，９０
，１００，１２０，１３１，１４１　長手要素、２３，３３，４３，６３，１１３　座部
、２１，３１，４１，６１，６２，７１，１１０　保持構造
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